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天皇陛下は 7 日， 87オの生涯を閉 じられた。こ
こに慎んでご冥福をお祈り申し上げます。

陛下は，すぐれた研究者でいらっしゃった。昭
和60年当センターヘ行幸された時， 地震予知観測
施設につい てご説明を申し上げたが，一言一 言ご
理解されるとともに， 物事を真正面から 見据えた
ご質問か次々 とあった。そして， 最後に職員を前
にして， 「研究成果を 見せてくれてあり がとう。
今後も優れた研 究を進めることを 希望します」と
のお言葉かあった。
また，ご視察 の感想 として， 「地震予知の観

測と技術の 現状を見， 職員が観測と解析に， 日夜
苦労して研 究していることを満 足に思った。今後
観測 ・技術の研究が進み，予知が確実に出来るよ
うになって，国民生活に不安のないようになるこ
とを期

待

している」と語られたこ とか，侍従を通
じて報道関係者に伝えられた。
昭和62年，春の園遊会にお招きをいただいた折

り，思いもかけぬことに立ち 留まられた陛下に，
伊豆大島の火 山噴火活動の推移を観測する のに，
ご覧項いた観測施設 か大いに貢献した ことを申し
上げると，励ましのお言葉をいただいたこと が深
く印象に残 っています。
陛下は，大正10年の欧州旅行に際し，第 1 次大

戦の戦跡を訪れ，戦争の悲惨さに心を打たれ，決
して戦争をしてはなら ぬと申されたと伺います。
しかし， 時代はその逆の道を行くことになり， 大

変なご心痛で，平和の維 持と国際的孤立をさ ける
ため ，ご努力されたことも 幾つかお聞きしており
ます。
新陛下には ， 昭和41 年の松代地震以来 ， 数回ご

説明を申し上げる機会があり，新しい時代を新し
い感覚でお進みになられるものと思います。
当セ ンター も，新年度から第 2 の四半世紀に踏

み出します。 その第
一 歩を歩むにあたり ，新しい

年号となり覚悟 を新たに進むに相 応しい年と なり
ました。 新しい年号 ， 平成は ，故陛下のご悲願と
も思 われます。 故陛下をお忍びしつつ，御製のひ
とつ （昭和15年）を記させていただぎま す。

迎年祈世
西ひがしむつみかはし て栄ゆかむ
世をこそ祈れと しのは じめに

く 本 号 の 主 な ニ ュ ー ス ＞

シロウ リ ガイ の
14
c 年代と

テ
クトニクス < 2 面＞

震実験装置更新工事完 成 く 2面 ＞
lリ邸年の主な自然災害 く 3面＞

長岡 ，新庄で研究 発表会開催
長岡 ，新庄で研究連絡会 開催
12月の降積雪

く 3面＞
く 3面＞
< 4面＞

題字のバッ クの波形は，伊豆大島第2火山観測施設に設置した3成分ひずみ計の記録である。火山体の膨張 ・ 収縮の繰り
返しを表わし ており，「鋸歯波」と呼ばれる現象である (1988 . 11. 6観測）。
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